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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信託期間とクローズド期間 無期限 

運 用 方 針 

小型成長株・マザーファンド受益証券へ

の投資を通じて、信託財産の中長期的な

成長をめざして積極的な運用を行います。 

主要運用対象 

当ファンド 小型成長株・マザーファンド受益証券を

主要投資対象とします。なお、株式等に

直接投資することもあります。 〔ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 〕
マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

わが国の金融商品取引所上場株式のう

ち中小型株を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンド 株式への実質投資割合には制限を設け

ません。 

外貨建資産への投資は行いません。 〔ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 〕
マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

株式への投資割合には制限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

年２回、６月22日及び12月22日（休業日

の場合は翌営業日）に決算を行い、原則

として以下の方針に基づいて収益の分

配を行います。 

分配対象額の範囲は経費控除後の配当

等収益及び売買益等の全額とします。委

託会社が基準価額水準、市況動向等を勘

案して分配金額を決定します。ただし、

分配対象額が少額の場合は、分配を行わ

ないことがあります。収益分配にあてず

信託財産内に留保した利益については、

運用の基本方針に基づき、元本部分と同

一の運用を行います。 

 

運用報告書  (全体版 ) 
第11期 

（決算日：2019年12月23日） 

 

ＳＢＩ日本小型成長株 
選抜ファンド 

（愛称：センバツ） 
 

追加型投信／国内／株式 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、「ＳＢＩ日本小型成長株選抜ファンド

（愛称：センバツ）」は、2019年12月23日に第11期

決算を行いました。 

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお

願い申し上げます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

７期(2017年12月22日) 20,450 0 28.0 92.5 4,082 

８期(2018年６月22日) 22,970 0 12.3 95.8 4,123 

９期(2018年12月25日) 16,542 0 △28.0 97.2 2,383 

10期(2019年６月24日) 21,264 0 28.5 96.2 2,656 

11期(2019年12月23日) 21,726 0 2.2 96.6 2,419 
 

（注１） 当ファンドは、新規公開といういわば「第２の創業期」を成長の契機として、新たに成長を加速する、企業家精神に溢れた「次代を

拓く革新高成長企業」の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用してお

りません。 

（注２） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2019年６月24日 21,264 － 96.2 

６月末 21,152 △0.5 96.0 

７月末 21,673 1.9 96.6 

８月末 20,076 △5.6 96.6 

９月末 20,818 △2.1 96.3 

10月末 20,927 △1.6 96.7 

11月末 22,101 3.9 96.3 

(期  末)    

2019年12月23日 21,726 2.2 96.6 
 

（注１） 騰落率は期首比。 

（注２） 当ファンドは、新規公開といういわば「第２の創業期」を成長の契機として、新たに成長を加速する、企業家精神に溢れた「次代を

拓く革新高成長企業」の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用してお

りません。 

（注３） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2019年６月25日から2019年12月23日まで） 

○基準価額等の推移 

  

  
（注１） 当ファンドは、新規公開といういわば「第２の創業期」を成長の契機として、新たに成長を加速する、企業家精神に溢れた「次代を

拓く革新高成長企業」の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用してお

りません。 

（注２） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの基準価額は、期首21,264円からスタートしたあと一進一退の展開が続きましたが、８月に米国

が対中制裁関税「第４弾」の発動を表明すると国内株式市場が下落し、当ファンドも調整が進みました。不安

定な相場環境下で東証マザーズなど新興市場は大きく下落し、当ファンドは８月29日に当期最安値となる

19,759円を付けました。 

期の後半は、米中通商協議の進展期待や外国為替市場における円安進行などを背景に反転すると、企業業績

の底入れ期待なども追い風となり当ファンドも上昇基調となりました。日米長期金利の上昇をきっかけにそ

れまでの大型株優位のトレンドから、小型株優位に転じたこともあり、当ファンドは12月４日に当期最高値と

なる22,308円を付けました。その後、期末にかけてはやや調整したものの、決算日の基準価額は21,726円と、

期を通じて上昇して終わりました。 
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○投資環境 

当期の国内株式市場は、期の後半に大きく上昇しました。 
期の前半は、横ばい圏の推移が続きましたが、米国による対中制裁関税「第４弾」の発動をきっかけに、８月

に大きく下落しました。さらに、米国10年国債利回り（長期金利）が米国２年国債利回り（短期金利）を下回
る長短金利の逆転現象（逆イールド）が発生すると、景気後退懸念の高まりから米国株式市場が急落し、国内
株式市場にも売りが波及しました。 
期の半ばは、米中通商協議の進展期待などから反発しました。また、米長期金利の上昇からリターンリバー

サルの動きが強まりバリュー株が買われたほか、９月の欧州中央銀行（ECB）理事会で金融緩和再開が決定さ
れ、また外国為替市場において円安が進んだことなども追い風となり、日経平均株価は22,000円台を回復しま
した。10月上旬には、低調な米経済指標を受け景気後退への警戒感から急落したものの、米中通商協議で部分
合意がされると米中対立の激化懸念が後退し、急速に値を戻しました。さらに、半導体市況の回復観測や外国
為替市場における円安進行、英国・欧州連合（EU）間でのブレクジット合意期待、企業業績の底入れ期待など
が相場を押し上げました。 
期の後半は、米中通商協議の進展期待の後退や香港情勢の緊迫化などから上値の重い展開が続きましたが、

12月中旬に米連邦公開市場委員会（FOMC）やECB理事会など重要イベントを無難に通過し、さらに英国総選挙
での与党勝利や米中通商協議での「第１段階」合意観測を受けて国内株式市場は急伸しました。日経平均株価
は年初来高値となる24,000円台を回復し、そのまま高値圏を維持して期末を迎えました。 
 

○当ファンドのポートフォリオ 

＜当ファンド＞ 

主要投資対象である小型成長株・マザーファンド受益証券を高位に組入れて運用いたしました。 
 

＜小型成長株・マザーファンド＞ 

エンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社の助言をもとに投資判断を行い、運用いたしました。
投資を行った銘柄は、わが国の株式のうち、新規公開といういわば「第２の創業期」を成長の契機として、新
たに成長を加速する、企業家精神に溢れた「次代を拓く革新高成長企業」です。原則、公開後３年以内の企業
を投資対象としています。ボトムアップ調査を行った銘柄のうち、成長性・収益性・安全性・革新性・株価水
準等を総合的に評価判断し、おおむね50銘柄を組入れ、逐次銘柄見直しを行いました。また、銘柄分散、時間
分散を考慮し、１銘柄で最も組入比率が高いものでも４％程度としました。 
なお、株式の組入比率に関しては、おおむね95％以上を維持しました。期末の株式組入比率は97.0％となっ

ております。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、新規公開といういわば「第２の創業期」を成長の契機として、新たに成長を加速する、企業

家精神に溢れた「次代を拓く革新高成長企業」の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特

定のベンチマーク及び参考指数を採用しておりません。 

 

○分配金 

当期は、当ファンドの収益分配方針に基づき、収益分配可能額を算出し、市況動向や基準価額等を考慮した

結果、当期の収益分配は行わないことといたしました。 

なお、収益分配にあてなかった利益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用

いたします。 

 

 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第11期 

2019年６月25日～ 
2019年12月23日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 11,726  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配原資の内訳 
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○今後の見通しと運用方針 

＜当ファンド＞ 

引き続き、主要投資対象である小型成長株・マザーファンド受益証券を高位に組入れる方針で運用を行います。 

 

＜小型成長株・マザーファンド＞ 

引き続き、エンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社の投資助言に基づき、革新的高成長が期待

される企業の株式へ厳選投資します。 

 

なお、投資助言を行っているエンジェルジャパン・アセットマネジメントでは、以下のようにコメントをし

ています。 

当期（2018年12月26日～2019年12月23日）の国内株式市場は、米中貿易摩擦の行方と米国の景気動向に大き

く左右されましたが、年末にかけて落ち着きを取り戻しました。来期にかけてはさまざまな変革の年となるこ

とが想定され、成長意欲の高い企業にとっては大きな飛躍のきっかけをつかむことが期待されます。特に、

2020年は東京オリンピック・パラリンピックが開催され、海外からの旅行者も急増することが想定されます。

観光や消費など、いわゆるインバウンドの経済効果は約30兆円にのぼると試算もされています。交通機関や駅

などのアナウンスでも一部で英語が導入されるなど、ストレスフリーな旅行環境整備に向けた取り組みがス

タートしており、国際都市として大きく飛躍を遂げるきっかけになることが期待されましょう。 

さらに、それ以上に社会構造を変える可能性がある出来事が多く控えています。例えば、2020年は次世代通

信サービス５Ｇがスタートします。５Ｇの理論上の通信スピードは、現在（４Ｇ）の100倍と言われ、高速・

大容量の通信が可能になります。これによって例えば、VR（仮想現実）やAR（拡張現実）といった大容量のデー

タが必要なサービスをリアルタイムで楽しむことも可能になります。自動車の自動運転についても、遅延の少

ない通信が可能になることで実現が視野に入ってくるでしょう。またリアルタイムでのセキュリティ監視や

工場内の機器監視といった用途でも精度の大幅な向上を図ることができるようになります。したがって、５Ｇ

の普及によって私たちの生活やビジネスの世界が大きく変わることが期待されましょう。 

ただし、５Ｇの実現には電波の中継基地局の設置が必要となるほか、スマートフォンなどの機器について

も、大量の情報を遅滞なく処理する能力が求められます。それらに使われる半導体や電子部品もより進化して

いく必要があり、新たな成長の芽が数多く生まれることが期待されます。 

また、こうした新しい企業が成長を遂げる機会となるIPO（新規公開）も活況が続いています。2019年も86社

の新しい企業が新規上場を果たしました。この中にも、上述の５Ｇに限らず新たな領域を切り拓いていく革新

高成長企業もしっかりと確認できています。来期も引き続き、積極的な調査活動をもとに一社でも多くの成長

企業を見出してまいります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年６月25日～2019年12月23日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 156  0.738  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 92)  (0.438)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 58)  (0.273)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 14   0.064   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 14)  (0.064)   

（c） そ の 他 費 用 9   0.042   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.009)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印  刷 ） (  7)  (0.033)  開示資料等の作成・印刷費用等 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他費用 

 合 計 179   0.844    

期中の平均基準価額は、21,124円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注３） 項目ごとに円未満は四捨五入しております。 

（注４） 売買委託手数料及びその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注５） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

（注６） 当ファンドは実績報酬制を採用しております。当該実績報酬として上記費用とは別に期末（2019年12月23日）に１万口当たり0円を

支払っております。 
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○売買及び取引の状況 (2019年６月25日～2019年12月23日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
小型成長株・マザーファンド 38,459 82,000 173,451 366,000 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年６月25日～2019年12月23日) 

 

項 目 
当 期 

小型成長株・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 6,980,240千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 15,010,705千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.46   
 

（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注２） 金額の単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月25日～2019年12月23日) 

 

＜ＳＢＩ日本小型成長株選抜ファンド＞ 

 該当事項はありません。 

 

＜小型成長株・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,314 301 13.0 4,666 665 14.3 

平均保有割合 16.1%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＳＢＩ日本小型成長株選抜ファンド＞ 

該当事項はありません。 

 

＜小型成長株・マザーファンド＞ 

該当事項はありません。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,614千円 
うち利害関係人への支払額（B） 171千円 

（B）／（A） 10.6％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関
係人とは株式会社ＳＢＩ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年12月23日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

小型成長株・マザーファンド 1,240,933 1,105,941 2,408,298 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

マザーファンドにおける組入資産の明細につきましては、後述のマザーファンドの「運用報告書」をご参照

ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2019年12月23日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

小型成長株・マザーファンド 2,408,298 98.6 

コール・ローン等、その他 35,426 1.4 

投資信託財産総額 2,443,724 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

  

親投資信託残高 
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○特定資産の価格等の調査 

該当事項はありません。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年12月23日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,443,724,955   

 コール・ローン等 35,426,148   

 小型成長株・マザーファンド(評価額) 2,408,298,807   

(B) 負債 24,684,572   

 未払解約金 5,498,917   

 未払信託報酬 18,138,193   

 未払利息 97   

 その他未払費用 1,047,365   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,419,040,383   

 元本 1,113,425,232   

 次期繰越損益金 1,305,615,151   

(D) 受益権総口数 1,113,425,232口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,726円 

 
<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 

(貸借対照表関係) 

期首元本額 1,249,225,574円 

期中追加設定元本額 76,777,458円 

期中一部解約元本額 212,577,800円 

○損益の状況 (2019年６月25日～2019年12月23日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       17,321   

 支払利息 △       17,321   

(B) 有価証券売買損益 68,955,963   

 売買益 77,062,925   

 売買損 △    8,106,962   

(C) 信託報酬等 △   19,185,683   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 49,752,959   

(E) 前期繰越損益金 196,645,601   

(F) 追加信託差損益金 1,059,216,591   

 (配当等相当額) (    609,416,156)  

 (売買損益相当額) (    449,800,435)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,305,615,151   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,305,615,151   

 追加信託差損益金 1,059,216,591   

 (配当等相当額) (    609,431,874)  

 (売買損益相当額) (    449,784,717)  

 分配準備積立金 336,218,264   

 繰越損益金 △   89,819,704   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（2,784,048円）、

費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（969,396,887円）および分配準備積立金（333,434,216

円）より分配対象収益は1,305,615,151円（１万口当たり11,726

円）ですが、当期に分配した金額はありません。 

 

○約款変更のお知らせ 

収益分配にかかる配当控除の適合条件をより明確化するため、信託約款に所要の変更を行いました。 

（変更適用日：2019年９月24日） 
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